
 

 

 

 

 

 

佐高 SGH ファイル 

第 4回 SGH 成果発表会 
 

2019 年 1２月１３日（金）に SGH 指定以来 4 回目となる成果発表会が本校第 1 体育館で盛大に開

催されました。 

先に行われた領域別発表会で優秀な結果を収めた、1 年生の 3 つの班、2 年生の 4 つの班（うち 2 つ

の班は英語発表）が各学年代表としてステージ発表を行いました。会場からは次々に鋭い質問が出され白

熱した発表会となりました。ステージでは SGH クラブ国内班、海外班もそれぞれ福島、マレーシアでの

FWの報告を行いました。 

午後は 1，2年生全ての班がポスター発表を行い（ステージ発表した班は希望制）、会場のお客様の質

問にも答え大いに盛り上がりを見せ活気溢れるものとなりました。 

県教育委員会、協力機関である佐野市を始め、県内の高校関係者（生徒 20名）等多くのお客様をお迎

えして大変有意義な発表会となりました。お越しいただいた皆様、大変お世話になりました。 

      
代表ステージ発表              熱い質疑                          

     
ポスター発表               熱心に質問に答える 

生徒のコメント 
＜１年生代表ステージ発表＞ 

1 年９班 「外来魚大進化計画～Let’s make 魚粉～」         戸室 琴乃 

私達の班は外来魚の有効利用について研究し、代表班として発表しました。魚粉とは魚を丸ごと粉にしたものです。現

在、外来魚の駆除ばかりが注目されていますが、その後を工夫することで、再び資源として有効に活用することができま

す。効果については調査中ですが、今回多くの方に外来魚の新たな利用法を知っていただくことができて良かったです。 

1 年２３班 「ガリッとジューシー！新名物黒からあげ！！」     大西 真生 

私達の班は、佐野の新名物である黒唐揚げについて代表班として発表をしました。佐野市内でも黒唐揚げを知らない人が

多く認知度も低いため、この発表を機に多くの人に知っていただけたら幸いです。黒唐揚げのことを知らない人は是非調

べてみてください。 
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 1 年３2 班 「レストランメニューの多言語化」           小林 杏珠 

「外国からのお客様の手助けとなりたい」という小さな願いが大きな研究となり、多くの人々に知っていただけたことが

とても嬉しかったです。また、私達の作成したメニューが今は実際に活用されているので、来年はより多くの場で普及で

きるように頑張ります。 

＜２年生発表＞ 

２年 4 組５班 食品ロス革命!!!!!                   宮原 佑佳 

メンバー一同、部活動やテストで忙しい中、発表の前日まで一年間協力して研究を行った。当日の朝に私がパワーポイ

ントのデータをなくすなど、トラブル続きではあったが、一年間の研究成果を伝えられる良い場になった。また、今年の

１年生はとてもすばらしかったので、私たちも負けじとこれからも頑張っていきたい。  

 ２年 4 組６班 「余剰米を使って環境に有害なプラスチックを削減！」 赤石 友宏 

リハーサル、練習では、上手にできた発表も本番ではとても緊張して上手に発表ができなかった。しかし、班員と協力し

て深く研究ができ、代表班としてステージで発表できたことはとても良い経験になった。 

 ２年１組７班 “Let’s create a bond between children and elderly” (英語発表) 小暮 美月 

多くの先生方の熱いご指導により大勢の人の前で英語での発表を実現することができました。私たちの研究した日本

の現状や現代の子供達の「生きる力」をより育むための対策をわかりやすく伝えるため、抑揚をつけたりジェスチャーを

交えたりしました。英語での発表はとても大変でしたが、練習時間も含めとても貴重な体験となりました。  

２年２組６班 「クリケット×多文化共生～佐野市から始まるクリケット革命～」(英語発表) 店網 秦吾 

２年間の課題研究の成果を全体の前で発表できて良かったです。会場の皆様が予想以上に盛り上がってくださり嬉し

かったです。発表会までにお世話になった地域機関の方々、先生方、そして一緒に研究を進めてきた班員に感謝していま

す。ありがとうございました。  

＜ポスター投票優勝班＞ 

１年ポスター １位  「来たれ！米粉時代」 川俣 蒼生 

米粉の良さをより多くの人に面白く、わかりやすく伝えるために、毎日のようにポスター制作に取り組んだが、その結果

沢山の皆さんに評価していただき非常に嬉しく思っています。今後は更に米粉布教活動を頑張っていきたいと思います。

We love KOMEKO!!   

１年ポスター ２位  「迫真 AI 探求班！ ～代替の裏技～」 家富 真広 

これまでの発表会と同じように自分たちが一年間研究したことを多くの人に伝えられたと思う。また、大人を前にしても

はっきり話せることに気づけた。多くの人に「やりますねえ」と言っていただける発表ができて本当に良かった。  

２年ポスター １位 2 年 2組 5 班 「英語嫌いを、ぶっ壊す。」 若田部 菜桜 

成果発表会での発表には、沢山の生徒や先生方が来てくださいました。私達の研究の不明点や疑問点に対する質問を受け

たときには、的確に答えることができたと思います。また、特にレイアウトに苦戦したポスターも他の班のものを参考に

上手に作ることができ、よかったです。結果、入賞することができたのも班員一人一人の力や先生方のご指導があったか

らこそだと思います。感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。  

＜SGH クラブ＞ 

国内班 津久井 友貴 

半年以上にわたって続けてきた研究も一つの区切りを迎えられたと思いました。発表では、防災ではなく、

減災を推進すべきだということを伝えるのに苦労したけれど、伝えたいことは伝えられたと感じました。こ

れからは自分たちで提案した地域活動を企画し実行するという次のステップに向けて研究を進めていきたい

です。  

海外班 橋本 梨花 

私達海外班は、“観光”、“言語”、“民族”の 3 班に分かれ、マレーシア FW を通して研究を行ってきま

した。今回はその成果を各班とも、英語で発表を行うことができて良かったです。今後は、全国高校生フォ

ーラムに向け、一つの研究として関連性を見い出していこうと思います。  

 


